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このガイドについてこのガイドについてこのガイドについてこのガイドについて

このガイドでは、Compaq StorageWorksTM ESL9000シリーズ テープ ライブラリ用パス ス
ルー メカニズム（PTM）のインストールおよび設定手順を説明します。

参考資料参考資料参考資料参考資料

資料名資料名資料名資料名 製品番号製品番号製品番号製品番号

Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ライブラリ診断ソフトウェア ガイド 243493-193

Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ライブラリ プリインストレーション
サイト サーベイ

243494-193

Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ライブラリ アンパッキング/リロ
ケーティング ガイド

243490-193

Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ライブラリ リファレンス ガイド 243491-193
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表記上の規則表記上の規則表記上の規則表記上の規則
このガイドでは、以下の表記規則を採用しています。 

キー EnterやF10などのキーの名前は、太字で、先頭の
文字だけを大文字で表記します。2つのキーの間
の正符号（+）は、それらのキーを同時に押さえな
ければならないことを示します。

ユーザ入力 別の字体の大文字で表記します。

ファイル名 イタリック体の大文字で表記します。

メニュー オプション、
コマンド名、
ダイアログ ボックス名

[  ]で囲んで表記します。

コマンド、
ディレクトリ名
およびドライブ名

すべて大文字で表記します。

注注注注: UNIXコマンドでは大文字と小文字が区
別されるため、これらのコマンドは大文字
では表記しません。

タイプ 「タイプしてください」と指示されている場合、
キーボードから情報を入力した後にEnterキーを
押す必要はありません。

入力 「入力してください」と指示されている場合、情報
を入力した後にEnterキーを押します。



このガイドについて　vii
本文中の記号本文中の記号本文中の記号本文中の記号
本文中の以下の記号の意味を示します。

警告警告警告警告: その指示に従わないと、人体への傷害や生命の危険を引き起こす恐れがあ
るという警告事項を表します。

注意注意注意注意: その指示に従わないと、装置の損傷やデータの損失を引き起こす恐れがある
という注意事項を表します。

重要重要重要重要: 詳しい説明や具体的な手順を示します。

注注注注: 解説、補足または役に立つ情報を示します。
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装置の記号装置の記号装置の記号装置の記号
安全上の注意が必要な装置の各部には、以下の記号が表示されています。

装置の表面または内部部品に触れると感電の危険があることを示しま
す。カバー内には、一般のユーザが修理できる部品は入っていません。

警告警告警告警告: 感電を防止するために、このカバーを開けないようにしてくだ
さい。

これらの記号が貼付されたRJ-45ソケットはネットワーク インタフェー
ス接続（NIC）用であることを示します。

警告警告警告警告: 感電、火災または装置の損傷を防止するために、電話または電気
通信用のコネクタをソケットに接続しないようにしてください。

装置の表面または内部部品の温度が非常に高くなる可能性があること
を示します。この表面に手を触れるとやけどをする場合があります。

警告警告警告警告: 表面が熱くなっているため、やけどをしないように、システムの
内部部品が十分に冷めてから手を触れてください。

電源やシステムにこれらの記号が付いている場合、装置の電源が
複数あることを示します。

警告警告警告警告: 感電しないように、電源コードをすべて抜き取ってシステム
の電源を完全に切ってください。



このガイドについて　ix
左のマークの付いた製品および機器は、1人で安全に取り扱うことがで
きる重量を超えていることを示しています。

警告警告警告警告: けがや装置の損傷を防ぐために、ご使用の地域で定められた重量
のある装置の安全な取り扱いに関する規定に従ってください。

キャビネットに関する注意キャビネットに関する注意キャビネットに関する注意キャビネットに関する注意

警告警告警告警告:  けがや装置の損傷を防止するために、次の点に注意してください。

! 水平脚を床まで延ばしてください。

! キャビネットの全重量が水平脚にかかるようにしてください。

! 1つのキャビネットだけを設置する場合は、キャビネットに固定脚を取り付け
てください。

! 複数のキャビネットを設置する場合は、キャビネットを連結してください。

! 一度に複数のコンポーネントを引き出すと、キャビネットが不安定になる場
合があります。コンポーネントは一度に1つずつ引き出してください。

コンパックのコンパックのコンパックのコンパックのWebサイトサイトサイトサイト
コンパックのWebサイトでは、最新のドライバやフラッシュROMに関する製品情報を提供
しています。コンパックのWebサイト（http://www.compaq.co.jp/またはhttp://www.compaq.
com/）にアクセスするには、インターネットにログオンする必要があります。



第第第第1章章章章
はじめにはじめにはじめにはじめに

Compaq StorageWorksパス スルー メカニズム（PTM）を使用すると、1本のテープ カートリッ
ジを2台のCompaq StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ライブラリ間で移動させること
ができます。PTMにより、最大5台のライブラリ（ライブラリ2台ごとにPTMが1つ必要）を
連結してマルチユニット テープ ライブラリ システムを作成できます。

注意注意注意注意: ファームウェア1 .30以下を実行するすべてのライブラリで、M US L
（Multi-UnitSingle LUN）機能を使用する場合は、ファームウェア1.40以上にアップ
グレードするだけでなく、NVRAMを再初期化し、新しいメモリ モジュール（製
品番号6220340-06）を使用しなければなりません。新しいメモリ モジュールをサ
ポートするには、ブート ブロック バージョン1.30をインストールしなければな
りません。ライブラリをシングル モードで構成する場合は、ブート ブロックやメ
モリ モジュールを更新する必要はありませんが、NVRAMを再初期化する必要が
あります。

ファームウェア 1.40以上を実行するすべてのライブラリでMUSL機能を使用する
場合は、適切なバックプレーン（製品番号6310520-04以上）、QSPIケーブル、およ
びQSPIターミネータだけでなく、PTMをインストールしなければなりません。

テープ ドライブの自動クリーニング機能をサポートする場合は、必ず、自動クリー
ニング機能をサポートする各ライブラリに、最低1本のクリーニング テープを装
備しなければなりません。

注注注注: 表1-1、1-2、1-3で示されている製品番号は、第2章以降で製品番号を参照する際にご利
用ください。
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PTMのインストール作業には、以下の手順が含まれます。

! PTMのインストールの準備

! ライブラリの連結

! PTMのインストール

! ライブラリの化粧パネルの取り付け

! PTMのケーブル接続

! PTMの設定および較正

PTMのインストールの準備のインストールの準備のインストールの準備のインストールの準備
インストール手順を開始する前に、以下の手順に従ってください。

1. 同梱品のリストを参照して、必要な工具がすべて揃っているか確認します。

2. 必要なアップグレード部品および工具が揃っているか確認します。この手順には、アップ
グレード キッド（製品番号6312500および161268-B21）が1つ必要です。

3. オペレータ コントロール パネルでSysTestを実行して、ライブラリが動作可能か確認しま
す（『Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ライブラリ リファレンス ガイド』の
第5章を参照）。

4. オペレータ コントロール パネルを使用して、較正およびインベントリを実行します
（『Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ライブラリ リファレンス ガイド』の第
4章を参照）。



はじめに　1-3
PTMアップグレード部品アップグレード部品アップグレード部品アップグレード部品

表1-1に、必要なPTMアップグレード部品（製品番号161268-B21）を示します。

表表表表1-1  PTMアップグレード部品（製品番号アップグレード部品（製品番号アップグレード部品（製品番号アップグレード部品（製品番号161268-B21））））

製品番号製品番号製品番号製品番号 数量数量数量数量 説明説明説明説明

6312661-01 1 PTMアセンブリ（表1-2を参照）

6312026 1 下部キャビネット連結チャネル

6312027 1 上部キャビネット連結プレート

6312028 2 上部キャビネット スペーサ プレート

0685521 8 0.265×0.87×0.090ワッシャー

0615113 8 1/4C×0.75ネジ（黒色）

0615112 16 1/4C×0.75ネジ

6310881 1 相互接続ケーブル

6310876 2 QSPI（Queued Serial Peripheral Interface）
ターミネータ

6207311 1 診断ソフトウェアV4.10

6316323 1 右サイド プレート アダプタ

6316341 1 PTMケーブル カバー

0615018 6 6C×0.312 SMPCネジ

6316342 1 ビン シェルフの開口部用のカバー

0685538 9 押し込み式クリップ

6316600 1 ライブラリ ファームウェアV1.45
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PTMアセンブリ部品アセンブリ部品アセンブリ部品アセンブリ部品

表1-2に、必要なPTMアセンブリ部品（製品番号6312661）を示します。

マルチユニット装飾部品マルチユニット装飾部品マルチユニット装飾部品マルチユニット装飾部品

表1-3に、必要なマルチユニット装飾部品（製品番号161268-B22）を示します。

表表表表1-2  PTMアセンブリ部品（アセンブリ部品（アセンブリ部品（アセンブリ部品（6312661））））

製造番号製造番号製造番号製造番号 数量数量数量数量 説明説明説明説明

6310170 1 PTMアセンブリ

6312061 1 PTMケーブル カバー

0615031 4 10F×0.50ネジ

0905057 4 10F×0.625ネジ

0685023 4 0.203×0.438×0.032ワッシャー

0605060 1 2インチ ブッシング

表表表表1-3  マルチユニット装飾部品マルチユニット装飾部品マルチユニット装飾部品マルチユニット装飾部品

製品番号製品番号製品番号製品番号 数量数量数量数量 説明説明説明説明

6312029 1 オス化粧パネル

6312030 1 メス化粧パネル

0615079 4 6C×0.50ネジ

0845139 13 6c×0.31六角ナット

0725101 1 発泡樹脂ガスケット

6312067 1 外部化粧パネル チャネル

6312068 1 内部化粧パネル チャネル

6312069-01 1 化粧パネル アングル

6312069-02 1 化粧パネル アングル

06151121

1. 2個は装飾キットに使用し、14個は上部連結プレートに使用します。

16 1/4×0.75 SMHCネジ（銀色）
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PTMのインストールに必要な工具のインストールに必要な工具のインストールに必要な工具のインストールに必要な工具

PTMのインストール手順を実行するには、以下の工具が必要です。

! 30cm直線定規

! #2プラス ドライバ

! 5/16インチ オープン エンド レンチ

! #2プラス ビット、5/16インチ ソケット、および4インチ最小エクステンション付きの、30
インチ/ポンドが設定可能なトルク レンチ

! 7/16インチ ソケット、および2インチ最小エクステンション付きの、70インチ/ポンドが
設定可能なトルク レンチ

! 5/32インチ ソケット付きの、5インチ/ポンドが設定可能なトルク レンチ

! 1/4インチ ソケット付きの、1/4インチ ドライブ ラチェット

! 30cm水準器



第第第第2章章章章
PTMのインストールのインストールのインストールのインストール

この章では、Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ライブラリに、PTMをインス
トールする方法について説明します。この章は、次の項で構成されます。

! ライブラリの連結

! PTMのインストール

! PTMのケーブル接続

ライブラリの連結ライブラリの連結ライブラリの連結ライブラリの連結
最大5台のライブラリを、PTMアップグレード部品を使用して連結できます。すべてのライ
ブラリは、相互に物理的に連結されなければなりません。構成内のすべてのライブラリに
ついて、以下の手順を繰り返してください。

注注注注: MUSLセット内のすべてのESL9000シリーズ テープ ライブラリで、同じ種類のドライ
ブを使用することをおすすめします。MUSLライブラリ内で異なる種類のDLTドライブを
組み合わせて使用する場合は、アプリケーション ソフトウェア ベンダに確認してくださ
い。
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連結手順連結手順連結手順連結手順

最初の2台のライブラリを連結するには、以下の手順に従ってください。

警告警告警告警告: けがや装置の損傷を防ぐために、以下の手順は、必ず2人で行ってください。

1. ライブラリの電源を切り、電源コードをコンセントから抜き取ります。

2. 両方のライブラリの水平脚をキャスタ車輪よりも高い位置まで上げます。

3. 右側のライブラリの左サイド パネル3と、左側のライブラリの右サイド パネル4を取
り外します（図2-1を参照）。

a. パネル上部の3本のネジ1または2を外します。

b. パネルを持ち上げます。上向きに強い力をかけないと、パネルが固定ポストから外
れない場合があります。



PTMのインストール　2-3
1 3本のネジ（左側のライブラリ）

2 3本のネジ（右側のライブラリ）

3 右側のライブラリの左サイド パネル

4 左側のライブラリの右サイド パネル

図2-1. サイド パネルの取り外し
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4. PTMアクセス パネル1をライブラリの左側および右側から取り外します（図2-2を参
照）。

1 PTMアクセス パネル

2 化粧パネル固定具のネジ穴

図2-2. 化粧パネル固定具のネジ穴の位置

SHR-2104
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5. すでに取り付けられているネジ（2図2-2）を取り外し、連結する2台のライブラリに4本
の新しいネジ（製品番号0615079）を取り付けます。ネジは完全には締めないで、SEM
ワッシャーと装飾材の間に約6mmの隙間があくようにしておきます。

6. 下部キャビネット連結チャネル（1図2-3）を左側のライブラリに、3本のボルト（製品番
号0615113）とワッシャー（製品番号0685521）を使用して取り付けます。ボルトは完全に
は締めないで、下部キャビネット連結チャネルが自由に動くようにしておきます。

図2-3. 下部キャビネット連結チャネルの取り付け（左側のライブラリ）

1 下部キャビネット連結チャネル

2 下部キャビネット マウンティング ホール（ライブラリの右側）

3 内側のリボン ケーブル カバー
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1

2
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7. ライブラリをゆっくりと移動させて、左側のライブラリの下部キャビネット連結チャネ
ルが、右側のライブラリと接触するようにします（図2-4を参照）。

図2-4. ライブラリ キャビネットの連結

8. 右側のライブラリを下部キャビネット連結チャネルに、5本のボルト（製品番号0615113）
とワッシャー（製品番号0685521）を使用して取り付けます。ボルトは完全には締めな
いで、下部キャビネット連結チャネルが自由に動くようにしておきます。

9. 両方のライブラリの水平脚を下ろします。

10. 30cm水準器を使用して両方のライブラリを水平にし、以下の条件が満たされるように
調節します。

a. テープ カートリッジ ビンの壁面が1.5mmを超えて前後にならないようにそろえます。

b. 左右2台のライブラリの前面が、前後に6.4mmを超えてずれないようにします。

c. 左右2台のライブラリの高さの差が、1.5mmを超えないようにします。

INSTALL THIS SIDE UP

FRONT

U

Load Port

Stop

Standby

Home

Back

Forward

SystemOff-line Tapes

Overview

Operator
Service

Overview

ANF 146

P00

ANF 147

P01

ANF 148

P02

ANF 149

P03

Load Packs

empty

GRP

Activity

Ready

D00ANF 120

Tape Drive Status

Ready

D01EMPTY

Ready

D02???

Ready

D03ANF 123

Ready

DLT 7000CompacTape IV
SCSI ID: 05

D03BLT 581
Compression ON
Write Protect OFF

U

Load Port

Stop

Standby

Home

Back

Forward

SystemOff-line Tapes

Overview

Operator
Service

Overview

ANF 146

P00

ANF 147

P01

ANF 148

P02

ANF 149

P03

Load Packs

empty

GRP

Activity

Ready

D00ANF 120

Tape Drive Status

Ready

D01EMPTY

Ready

D02???

Ready

D03ANF 123

Ready

DLT 7000CompacTape IV
SCSI ID: 05

D03BLT 581
Compression ON
Write Protect OFF

SHR-1787

SHR-1823



PTMのインストール　2-7
11. 両方のライブラリで、下部キャビネット連結チャネルのネジをトルク値70インチ/ポン
ドまで締めます。

12. 図2-5に示すように、2つのスペーサ（製品番号6312028）と上部キャビネット連結プレー
ト（製品番号6312027）を、両側でそれぞれ7本のネジとワッシャーを使用して取り付け
ます。

1 上部キャビネット連結プレート

2 スペーサ

図2-5. 上部キャビネット連結プレートおよびスペーサ

注注注注: 上部キャビネット連結プレートは、ネジを締めると変形する場合があります。これは
異常ではありません。

以上で、ライブラリの連結は完了です。ライブラリをさらに連結する場合は、上記の手順
を繰り返してください。
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PTMのインストールのインストールのインストールのインストール
この項では、PTMアセンブリのインストール方法について説明します。また、ライブラリ
化粧パネルの取り付け手順についても説明します。

インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順

PTMアセンブリをインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. 図2-6に示すように、右側のライブラリから32本のテープ カートリッジと4本のビン シェ
ルフ モジュールを取り外します。後で再び取り付けるので、部品はすべて保管しておい
てください。

1 ビン シェルフ モジュール

2 テープ カートリッジ

図2-6. ビンの位置
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2. 右側のライブラリからケーブル ホール プラグを取り外し、付属の2インチ ブシュを
ケーブルの穴に取り付けます（図2-7を参照）。

3. 穴の前後を確認し、PTMケーブルを穴に通して、ビン壁面の前側に約46cm引き出します
（図2-7を参照）。

4. 6本のネジを使用して、PTMアダプタ プレートを左側のESL9198ライブラリ（1図2-7）
に取り付けます。

1 PTMアダプタ プレート 1 ケーブル穴（ライブラリ背面）

2 2インチ ブシュ 2 PTMケーブル（ライブラリ背面）

3 PTMケーブル 3 ブシュ（ライブラリ前面）

4 PTMケーブル（ライブラリ前面）

図2-7. PTMケーブルの配線
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5. ESL9198ライブラリでは、3個の押し込み式クリップならびに4個のネジ（製品番号0905057）
をワッシャー（製品番号0685023）とともに使用してPTMケーブル カバーをビン壁面に
取り付け、ケーブルおよびケーブル穴を覆います。PTMケーブルがケーブル カバーの一
段高くなっている溝の下に正しく配線されるようにしてください（図2-8を参照）。

6. ESL9198ライブラリでは、6個の押し込み式クリップを使用して、ビン シェルフの開口
部用のカバーを取り付けます（図2-8を参照）。

7. 2本のネジ（製品番号0905057）をワッシャー（製品番号0685023）とともに、最上部の
2箇所の取り付け位置（1図 2-8）に取り付けます。ネジは完全には締めないで、ワッ
シャーとビン壁面の間に約6mmの隙間があくようにしておきます。

1 左側および右側のライブラリのPTM取り付け位置

2 PTMケーブル カバー

3 ネジおよびワッシャー（4）

4 押し込み式クリップ（3）

5 ビン シェルフの開口部用のカバーおよび押し込み式クリップ（6）

図2-8. ライブラリの取り付け位置

8. PTMの右側を上にして持ち、右側のライブラリのPTMカットアウトを通して、左側のラ
イブラリにスライドさせて挿入します（図2-9を参照）。
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1 下部PTM取り付けタブ位置

2 PTM

3 下側のマウンティング タブ

図2-9. PTMのインストール

9. PTMマウンティング タブを、手順7で取り付けたネジの上にスライドさせます。

10. 各ライブラリに1本ずつ、2本のネジ（製品番号0905057）をワッシャー（製品番号0685023）
とともに、PTMの下側のマウンティング タブ（1図2-9）に取り付けます。
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11. PTMケーブルをPTM（1図2-10）に接続します。

図2-10. PTMケーブルの接続（わかりやすくするために、キャビネットから取り外されています）

12. ケーブルをPTMの底面にあるクリップに通します。余分なケーブルは、ビン壁面のケー
ブル穴を通して押し戻します。

1

SHR-1955
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13. ESL9326では、PTMケーブル カバー（製品番号6312061）を、4本のネジ（製品番号0685023）
を使用してビン壁面に取り付け、ケーブルおよびケーブル穴を覆います（図2-11を参照）。
ネジをトルク値30±3インチ/ポンド（3.4Nm）まで締めます。

1 ネジ

2 PTMケーブル カバー

3 ネジ

図2-11. PTMケーブル カバー

14. ESL9326では、前の手順で取り外したテープ カートリッジ ビンを取り付けます。

1 2 3

SHR-1829
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15. PTMの位置を調節します（図2-12を参照）。
ESL9198ライブラリの場合、PTMが左側および右側のライブラリの内側にある壁面の中
央に位置するように調節します。左側のライブラリでの壁面の内側とPTMの距離1と、
右側のライブラリでの壁面の内側とPTMの距離2が、35.7cm（0.15cm以内の誤差）でな
ければなりません。
ESL9326ライブラリの場合、PTMがライブラリのビン シェルフの中央に位置するよう
に調節します。左側のライブラリでのビン シェルフとPTMの距離3と、右側のライブ
ラリでのビン シェルフとPTMの距離4が、同じ（0.15cm以内の誤差）でなければなり
ません。

16. ネジをしっかりと締めて、PTMを適切な位置に固定します。

1 左側のライブラリの壁面の内側とPTMの距離（ESL9198）

2 右側のライブラリの壁面の内側とPTMの距離（ESL9198）

3 左側のライブラリのビンとPTMとの距離（ESL9326）

4 右側のライブラリのビンとPTMとの距離（ESL9326）

図2-12. PTMを中央に配置



PTMのインストール　2-15
以上で、PTMのインストールは完了です。3台以上のライブラリを連結している場合は、上
記の手順を繰り返してください。

ライブラリ化粧パネルの取り付けライブラリ化粧パネルの取り付けライブラリ化粧パネルの取り付けライブラリ化粧パネルの取り付け
化粧パネルを取り付けて、2台のライブラリ間の前面および背面の隙間をふさぎます。

フロント化粧パネルを取り付けるには、以下の手順に従ってください。

1. ライブラリ間の距離を、キャビネットの最上部1および最下部2で測定します（図2-13
を参照）。

1 最上部の間隔の測定

2 最下部の間隔の測定

図2-13. ライブラリの間隔
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2. 図2-14に示すように、4枚のフロント化粧パネルを緩く組み立てます。ここではナットを
締めつけないでください。

1 組み立てられたフロント化粧パネル

2 上から見た図

図2-14. フロント化粧パネルの組み立て

3. アセンブリ最上部の幅を、手順1で測定した最上部の値よりも1.6mm狭くなるように調
節します。これにより、化粧パネル アセンブリをライブラリの間にスライドさせて取り
付けることが可能になります。

4. アセンブリの最上部に最も近いナットを、トルク値5インチ/ポンド（0.57Nm）まで締め
ます。

5. アセンブリ最下部の幅を、手順1で測定した最下部の値よりも1.6mm狭くなるように調
節します。

6. アセンブリの最下部に最も近いナットを、トルク値5インチ/ポンド（0.57Nm）まで締め
ます。

7. アセンブリの残りのナットを、トルク値5インチ/ポンド（0.57Nm）まで締めます。

1

2

SHR-1873
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8. 化粧パネル アセンブリを、ライブラリ間の前面の隙間（1図2-15）に取り付けます。化
粧パネル アングルの空きスロット（2図2-2）に、4本のネジがすべてはまっていること
を確認します。

1 取り付けられたフロント化粧パネル

図2-15. フロント化粧パネルの取り付け

9. 4本のネジをしっかりと締めます。
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10. 図2-16に示すように、2つの171cmの発泡樹脂ガスケット材を、フロント化粧パネル アセ
ンブリの左側および右側に取り付けます。

1 発泡樹脂ガスケット（わかりやすくするために、取り付けられていない
アセンブリの右側を示しています）

図2-16. 発泡樹脂ガスケットの取り付け

以上で、フロント化粧パネルの取り付けは完了です。3台以上のライブラリを連結している
場合は、上記の手順を繰り返してください。
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リア化粧パネルを取り付けるには、以下の手順に従ってください。

1. 図2-17に示すように、オス2およびメス3の化粧パネルを組み立てます。

図2-17. リア化粧パネルの組み立て

2. 2つのパネルを1つのユニットとして持ちます。下部の2つの止め具部分1を下部キャビ
ネット連結チャネルの接合溝に入れ、パネルのユニットを下げて、化粧パネルの上部フ
レームが、2台のライブラリの各フレームの上に載るようにします。

2

3

1

1
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3. ネジ（製品番号0615112）を取り付けて、リア化粧パネルを上部キャビネット取り付け
プレート（1図2-18）に固定します。

1 ネジ（2）

2 取り付けられたリア化粧パネル

図2-18. リア化粧パネルの取り付け

以上で、リア化粧パネルの取り付けは完了です。3台以上のライブラリを連結している場合
は、上記の手順を繰り返してください。



PTMのインストール　2-21
PTMのケーブル接続のケーブル接続のケーブル接続のケーブル接続
この項では、QSPI（Queued Serial Peripheral Interface）ケーブルをマルチユニット テープ ラ
イブラリ システムに接続する手順について説明します。また、QSPIバスについても説明し
ます。

QSPIバスバスバスバス

QSPIバスは、周辺装置および他のマイクロコントローラ ユニットと通信するための全二重
同期シリアル インタフェースです。QSPIバスは標準Motorolaバスで、ESL9000マルチユニッ
ト テープ ライブラリ システムはこのバスをカスタム制御言語として使用して、マスタお
よびスレーブのライブラリ間で通信を行います。

注注注注: QSPIバスは、両端を終端しないと正しく動作しません。

ケーブル接続手順ケーブル接続手順ケーブル接続手順ケーブル接続手順

ライブラリのケーブル接続を行うには、以下の手順に従ってください。

1. 5/32インチ六角レンチを使用して、ケーブルを接続する各ライブラリのリア アクセス
ドアを開きます。
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2. PCIシャーシの最下部にあるQSPIコネクタを確認します（図2-19参照）。

1 左QSPIコネクタ

2 右QSPIコネクタ

3 SCSIバルクヘッド

図2-19. PTMコネクタの位置

3. 左側のライブラリの左QSPIコネクタ2に、QSPIターミネータを取り付けます。

4. 相互接続ケーブルの一方の端を、左側のライブラリの右QSPIコネクタ3に接続します。

5. 相互接続ケーブルを、ライブラリの底面を通して、右側のライブラリの左QSPIコネクタ
に接続します。

6. 構成内に他にライブラリがない場合は、右側のライブラリの右QSPIコネクタにターミ
ネータを取り付けます。構成内に3台以上のライブラリがある場合は、相互接続ケーブ
ルを使用してライブラリの接続を続けます。構成内の最後のライブラリの右QSPIコネ
クタには、必ず、QSPIターミネータを取り付けてください。
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第第第第3章章章章
PTMの設定および較正の設定および較正の設定および較正の設定および較正

PTMのインストールが完了したら、ライブラリがマルチユニット テープ ライブラリ システ
ムとして正常に動作するように、ライブラリの設定および較正を行う必要があります。

注意注意注意注意: ファームウェア1.30以下を実行するすべてのライブラリで、MUSL（Multi-Unit
Single LUN）機能を使用する場合は、ファームウェア1.40以上にアップグレード
するだけでなく、NVRAMを再初期化し、新しいメモリ モジュール（製品番号
6220340-06）を使用しなければなりません。新しいメモリ モジュールをサポートす
るには、ブート ブロック バージョン1.30をインストールしなければなりません。ラ
イブラリをシングル モードで構成する場合は、ブート ブロックやメモリ モジュー
ルを更新する必要はありませんが、NVRAMを再初期化する必要があります。

ファームウェア1.40以上を実行するすべてのライブラリでMUSL機能を使用する
場合は、適切なバックプレーン（製品番号6310520-04以上）、QSPIケーブルだけ
でなく、PTMをインストールしなければなりません。

テープ ドライブの自動クリーニング機能をサポートする場合は、必ず、自動ク
リーニング機能をサポートする各ライブラリに、最低1本のクリーニング テープ
を装備しなければなりません。
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ファームウェアのインストールファームウェアのインストールファームウェアのインストールファームウェアのインストール
マルチユニット テープ ライブラリ システムを構成するすべてのライブラリは、新しい1.42
ロボット機構ファームウェアを実行しなければなりません。詳細については、『Compaq
StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ライブラリ診断ソフトウェア ガイド』を参照してく
ださい。

ファームウェアをインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. ファームウェア イメージ（zipファイル）をポータブルPCのTapelibディレクトリにコピー
します。

2. ファームウェア イメージを解凍します。

3. ポータブルPCを、ライブラリ背面の診断コネクタに接続します。

4. ライブラリがオフライン状態であることを確認します。

重要重要重要重要: フラッシュのダウンロード機能を使用する場合は、ネイティブMS-DOSを使用しな
ければなりません。詳細については、『Compaq StorageWorks ESL9000シリーズ テープ ラ
イブラリ診断ソフトウェア ガイド』を参照してください。

5. TAPELIB/b9600と入力して診断を開始します。数秒後、診断画面が表示されます。

6. 診断ソフトウェアが、ライブラリと正しく通信していることを確認するには、[Config]
タブ、[Report System]の順に選択し、Enterキーを押します。通信が正しく機能している
場合は、現在のライブラリの設定が報告されます。正しく機能していない場合は、
RS-422 のケーブル接続をチェックし、ライブラリがオフライン状態であることを確認
してください。

7. 現在のファームウェア レベルが1.22以下の場合は、手順8に進んでください。そうでない
場合は、ライブラリがスレーブまたはシングル ユニットに設定されていることを確認し
てください。ライブラリがマスタに設定されていると、フラッシュ ダウンロードで問題
が発生する場合があります。ライブラリの設定を調べるには、[Config]タブを選択して、
以下の手順を実行してください。

a. [Multiple Unit]を選択します。

b. [Report]を選択します。

c. ライブラリがマスタに設定されている場合は、Escape キーを押して前に戻り、
[Multiple Unit]を再度選択し、[Slave]を選択します。その後、Enterキーを押します。

8. マルチユニット ファームウェアをダウンロードする前に、NVRAMを再初期化しなけれ
ばなりません。NVRAMを再初期化するには、[Config]タブを選択して、以下の手順を実
行してください。

a. [Initialization]を選択します。

b. [Init Non-Vol Ram]を選択して、Enterキーを押します。
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c. 情報を示す画面が表示され、続行を指示するメッセージが表示されます。Yを入力し
て、Enterキーを押します。

9. Escapeキーを押して、初期化機能を終了し、以下の手順を実行します。

a. [Flash Download]を選択して、Enterキーを押します。

b. アップグレード キットに同梱のファームウェア イメージを選択し、Enterキーを押
します。

c. 警告画面が表示され、続行を指示するメッセージが表示されます。Yを入力して、
Enterキーを押します。フラッシュ ダウンロード動作が完了するまで、45～60分か
かります。

10. フラッシュ ダウンロードが完了した後に、コントロール パネルにATL3000と表示され
ます。これは、ファームウェアの問題によるもので、この問題のためコンパックのモデ
ル番号が保持されません。コンパックのモデル番号は、Tapelib診断ソフトウェアを使用
して入力しなければなりません。

モデルを（6310080）Compaq ESL9000シリーズに設定するには、以下の手順に従ってください。

1. コントロール パネルの[Standby]ボタンを押して、ライブラリをオフライン状態にしま
す。

2. 以下の手順を実行して、NVRAMを再初期化します。

a. [Initialization]を選択します。

b. [Init Non-Vol Ram]を選択して、Enterキーを押します。

c. 情報を示す画面が表示され、続行を指示するメッセージが表示されます。Yを入力し
てEnterキーを押します。

3. Escapeキーを押して、[Configure System]を選択しEnterキーを押して、以下の手順を実
行します。

a. モデル番号[6310XXX]を選択し、6310080と入力しEnterキーを押します。

b. ビンの数を選択して、Enterキーを押します。

c. ドライブの台数を選択して、Enterキーを押します。

d. SCSI ID（0）を選択して、Enterキーを押します。

4. [Report System]を選択して、新しい設定を確認します。表示されている値が入力した値
と一致していることを確認してください。問題がなければ、Escapeキーを押してTapelib
を終了します。

5. コントロール パネルに、Compaq StorageWorks ESL9198またはCompaq StorageWorks ESL9326D
と表示されていることを確認します。

6. マルチユニット テープ ライブラリ システムを構成するすべてのライブラリで、この手
順を繰り返します。
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PTMを使用して連結された各ライブラリについて、以下の手順を実行する必要があります。
コントロール パネルを使用するか、診断ポートに接続したPCで診断ソフトウェアを実行し
て、ライブラリの設定と較正を行うことができます。

コントロールコントロールコントロールコントロール パネルを使用したパネルを使用したパネルを使用したパネルを使用したPTMの設定の設定の設定の設定
コントロール パネルからPTMを設定するには、以下の手順に従ってください。

注意注意注意注意: PTMをマルチユニット テープ ライブラリ システムに追加したり、このシ
ステムから取り外したりする場合は、必ず、コントロール パネルまたは診断ソフ
トウェアを使用して、この手順を実行してください。

1. [Operator]タブから、[Configure Library]を選択します（図3-1を参照）。

図3-1. [Configure Library]メニュー
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2. 画面上の [PTM]フィールドに進み、[PTM]フィールドを [None]、[Left]、[Right]または
[Both]に設定します（図3-2を参照）。

図3-2. PTM選択画面（図はESL9326の画面を示しています）
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コントロールコントロールコントロールコントロール パネルを使用したマルチユニットパネルを使用したマルチユニットパネルを使用したマルチユニットパネルを使用したマルチユニット
テープテープテープテープ ライブラリライブラリライブラリライブラリ システムの設定システムの設定システムの設定システムの設定

コントロール パネルを使用して、マルチユニット システムでライブラリを設定するには、
以下の手順に従ってください。

1. コントロール パネルで、各ライブラリをオフラインの位置に設定します。

2. [Multi-Unit(MUSL)]タブを選択します（図3-3を参照）。

3. [Configure Multi-Unit]ボタンを押します。

図3-3. [Multi-Unit]画面

注注注注: 複数のライブラリのPTMを設定する場合は、PTMごとに設定する必要があります。
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4. [Library Unit]フィールドに、[SINGLE]、[MASTER]、または[SLAVE]を入力します（図3-4
を参照）。マスタ テープ ライブラリは、ホストに接続されるライブラリです。マルチ
ユニット システム内の任意のライブラリをマスタに設定することができます。他のラ
イブラリはスレーブです。

図3-4. [Configure Multi-Unit(MUSL)]画面

注意注意注意注意: 複数のライブラリをMUSLモードに設定する場合、マスタ テープ ライブラ
リは1つだけです。

5. [Library Unit #]フィールドに0から4の数字を入力します（図3-4を参照）。
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0 ライブラリ0

1 ライブラリ1

2 ライブラリ2

3 ライブラリ3

4 ライブラリ4

5 左側

6 右側

図3-5. ライブラリの番号付け（コントロール パネル側から見た正面図）

6. マルチユニットテープ ライブラリ システム内のライブラリ ユニットの台数として、
[# of Libraries]フィールドに1から5までの数字を入力します（図3-4を参照）。

7. [LUN Config]フィールドに、[SINGLE LUN]を入力します。

8. システム内のすべてのライブラリについて、手順2～7を繰り返します。

0

65

4321
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コントロールコントロールコントロールコントロール パネルを使用したパネルを使用したパネルを使用したパネルを使用したPTMの較正の較正の較正の較正
マスタ テープ ライブラリのコントロール パネルを使用してPTMを較正するには、以下の
手順に従ってください。

1. [Multi Unit]タブから[Calibrate All PTMs]ボタンを押します（図3-6を参照）。すべてのラ
イブラリ内のすべてのPTMが自動的に較正されます。

2. 較正が終了したら、各ライブラリをオンラインにします。この際、まずスレーブ ユニッ
トを右から左の順にオンラインにして、最後にマスタ ユニットをオンラインにします。
マスタ テープ ライブラリはオンラインになると、MODE SENSEコマンドを発行し、ス
レーブ テープ ライブラリからコンフィギュレーション情報を取得します。完了したら、
すべてのライブラリのコントロール パネルで[On-line]と表示されます。

図3-6. [Calibrate All PTMs]画面
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診断ソフトウェアを使用した診断ソフトウェアを使用した診断ソフトウェアを使用した診断ソフトウェアを使用したPTMの設定の設定の設定の設定
診断ポートを使用してPTMを設定するには、以下の手順に従ってください。

1. RS-232 DB9コネクタで診断用PCをライブラリに接続します（ESL9198の場合は図3-7、
ESL9326の場合は図3-8を参照）。

1 診断ポート

2 SCSIバルクヘッド

図3-7. 診断ポートの接続（ESL9198）
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1 診断ポート（ライブラリの左側）

図3-8. 診断ポートの接続（ESL9326）

2. PCで診断ソフトウェアを起動します。

注意注意注意注意: PTMをマルチユニット テープ ライブラリ システムに追加したり、このシ
ステムから取り外したりする場合は、必ず、コントロール パネルまたは診断ソフ
トウェアを使用して、この手順を実行してください。

SHR-1871

1
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3. [USER TESTS MENU]から、[User Input Cmnd]を選択します（図3-9を参照）。

図3-9. [USER TESTS MENU]



PTMの設定および較正　3-13
4. 自分のパスワードを入力します。デフォルトは、kvisionです（大文字/小文字は区別され
ます）（図3-10を参照）。

図3-10. パスワード ダイアログ ボックス
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5. コマンド ライン ダイアログ ボックスが表示されたら、次のように入力します（図3-11
を参照）。

CONFIG PASSTHRU＿＿＿＿（None/Left/Right/Bothのいずれか）

図3-11. コマンド ライン ダイアログ ボックス
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診断ソフトウェアを使用したマルチユニット診断ソフトウェアを使用したマルチユニット診断ソフトウェアを使用したマルチユニット診断ソフトウェアを使用したマルチユニット
テープテープテープテープ ライブラリライブラリライブラリライブラリ システムの設定システムの設定システムの設定システムの設定

診断ソフトウェアを使用してマルチユニット システムでライブラリを設定するには、以下
の手順に従ってください。

1. PCで診断ソフトウェアを起動します。

2. [CONFIG MENU]から[Multiple Unit]を選択します（図3-12を参照）。

図3-12. [Multiple Unit]コンフィギュレーション メニュー
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3. [Multiple Unit]サブメニューから、設定するライブラリ用に[Master Unit]または[Slave
Unit]を選択します（図3-13を参照）。マスタ テープ ライブラリは、ホストに接続され
るライブラリです。マルチユニット テープ ライブラリ システムの任意のライブラリ
をマスタに設定することができます。他のライブラリはスレーブです。

注意注意注意注意: 複数のライブラリをMUSLモードに設定する場合、マスタ テープ ライブラ
リは1つだけです。

図3-13. [Multiple Unit]コンフィギュレーション サブメニュー



PTMの設定および較正　3-17
4. [Master Unit]または[Slave Unit]を選択したら、[Unit#:<0 to 4>]にライブラリの番号を、
[#Unit:<1 to 5>]にマルチユニット テープ ライブラリ システム内のライブラリ数を入力
します（図3-14を参照）。

図3-14. コンフィギュレーション サブメニュー ダイアログ ボックス

5. マルチユニット テープ ライブラリ システム内のすべてのライブラリについて、手順1～
4を繰り返します。
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診断ソフトウェアを使用した診断ソフトウェアを使用した診断ソフトウェアを使用した診断ソフトウェアを使用したPTMの較正の較正の較正の較正
診断ソフトウェアを使用してPTMを較正するには、以下の手順に従ってください。

1. 診断PCがマスタ テープ ライブラリに接続されていることを確認します。

2. [ALIGN/CALIBRATE]メニューから、[Calibrate]を選択します（図3-15を参照）。

図3-15. [ALIGN/CALIBRATE]メニュー
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3. [Selected PTM]（特定のライブラリの左または右）または[ALL PTM]を選択します（図
3-16を参照）。

4. すべてのライブラリのすべてのPTMを自動的に較正するには、[ALL PTM]を選択します。

図3-16. 較正ダイアログ ボックス

マルチユニットマルチユニットマルチユニットマルチユニット テープテープテープテープ ライブラリライブラリライブラリライブラリ システムのシステムのシステムのシステムの
オンライン化オンライン化オンライン化オンライン化

マルチユニット テープ ライブラリ システムをオンラインにする前に、それぞれのライブラ
リの設定を個別にチェックして、設定が正しいことを確認します。コントロール パネルを使
用して、一番右のライブラリから一番左のライブラリまで各ライブラリを順に [System
On-line]に設定します。これにより、PTMを持つライブラリがPTMをホーム位置に戻す前にそ
のライブラリに隣接するライブラリによってインベントリされる可能性がなくなります。

マスタ テープ ライブラリがオンラインになると、マスタ テープ ライブラリはMODE SENSE
コマンドを発行して、スレーブ テープ ライブラリから設定情報を取得します。この動作が
完了すると、コントロール パネルにすべてのライブラリが[On-line]と表示されます。
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